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は　じ　め　に

㈶ボーイスカウト日本連盟
青少年元気サポート事業運営協議会

会　長　鈴木　国夫

　ボーイスカウト日本連盟は、更なる成長発展を期して社会
に開かれたスカウト運動として、多様性ある社会のニーズに
応えるために、平成20年度に文部科学省から委託事業である
青少年元気サポート事業「キッズコミュニティー」を受託し
ました。
　“地域社会が強く優しい子どもを育てる”ことの大切さを
多くの人々が共有し、全ての境遇の青少年が共に体験活動を
展開できるよう、継続して支援することをねらいとするもの
です。知的障がいや発達障がいなどのある青少年を含めた多
くの青少年が自然体験活動を通し、日常生活を営むための基
盤づくりを行うと共に、その障がいを理解し合い、成長して
いくことを目的としました。
　1907年に始まったスカウト運動は、その直後から障がい者
と積極的にかかわり、1911年には米国において目が見えない
子どもを対象とするスカウト隊が発足、1926年には英国で組
織的に障がい児スカウティング部門が設置されました。ボー
イスカウト日本連盟では1968年（昭和43年）に組織的な活動
が始まり、福祉元年といわれた1973年（昭和48年）に第₁回
日本アグーナリーを開催し､ また、指導者対象のセミナーを
行うなど積極的､ 継続的にこの分野に取り組んできました。
　本冊子は、特に発達障がいのある児童を対象に─外見上直
ぐに障がいとわかる児童を対象とするものではなく─指導者
としてその対応をどのようにすれば良いかを、運営協議会研
究チームの先生方に編さんしていただきました。
　指導者にとっても、障がいのある子どもにとっても、経験
を積んでいないことや、初めてのこと、知らないことなどが
まだまだ多くあると思いますが、本冊子を参考にしていただ
き、指導者₁人が悩むのではなく、周囲の支援や協力を得て、
多くの子ども達と過ごしていただくことを期待いたします。

�

ガイドブックの作成にあたって

　平成20年度の文部科学省青少年元気サポート事業の委託
を受けボーイスカウト日本連盟に青少年元気サポート事業 
キッズコミュニティーを立ち上げました。初年度は実行委員
会を秋田、千葉、東京、石川、京都、広島の₆県連盟に設け
知的障がいや発達障がいなどのある青少年を含めた多くの青
少年が自然体験活動を通し、日常生活を営むための基盤作り
を行うと共にその障がいを理解し合い、成長していくことを
目的として 活動を開始しました。この事業を推進する為に
全国で講習会を開催すると共に活動拠点を拡大し、地域社会
が強く優しい子どもを育てることの大切さを多くの人々が共
有していくねらいがあります。また運営協議会の中に研究
チームを設け専門的立場から障がいのある青少年にどのよう
な支援方法が適切か、またそれを青少年団体の指導者にどの
ように伝えていくかを検討してきました。今回のガイドブッ
クは目が見えない、耳が聞こえない、身体に障がいがあるな
どの障がいのある青少年ではなく、一見他の子どもとあまり
変わらない様子の子どもである発達障がいのある子どもを対
象にいたしました。また特に指導が難しい小学生年齢を中心
にまとめております。ボーイスカウト日本連盟では全国の組
織（団・隊）で発達障がいの子ども達を受け入れることを理
想として掲げておりますが、実際は受け入れ体制が整ってい
ない組織（団・隊）も多くあります。保護者の方、指導者や
育成団体の相互の支援体制、地区や県連盟の支援、さらには
教育行政との連携など課題は多くありますが、本ガイドブッ
クを参考にしていただきそれぞれの支援体制が築かれていく
ことを期待いたします。
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　学校教育では発達障がいのある子どもへの理解と支援が始
まっています。合わせて生涯学習においても、発達障がいの
ある子どもが楽しく充実した時間を過ごせる居場所の必要性
が求められています。
　我が国では平成１７年に『発達障害者支援法』が定められ、
初めて発達障がいのある子どもについて支援が必要であるこ
とが提示されました。発達障がいは『自閉症、アスペルガー
症候群その他の広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性
障害その他これに類する脳機能の障害であって、その症状が
通常低年齢において発現するもの』と定義されています。
　平成１4年の文部科学省の調査によると、小・中学校には、
発達障がい、もしくは似通った姿を見せる子どもが６.３％在
籍しており、ほとんどが通常の学級で学んでいます。学校
教育では、「学習障がい」「注意欠陥多動性障がい」「広汎性
発達障がい」（「アスペルガー症候群」「高機能自閉症」など）
を別々にとらえるのではなく、状態像が重なっている場合が
多く、特別な教育的支援が必要な子どもたちとして受け止め、
なるべく早く気づき、対応を行うようにしています。

発達障がいとは

学習障がい

広汎性発達障がい注意欠陥
多動性障がい

　一般には「ちょっと変わっている子」「いやになれなれし
い子」「きれやすい子」など、さまざまな姿が見受けられま
すが、集団に入りにくかったり、行動を共にすることが苦手
なタイプが共通した姿として多くみられます。基本的には知
的発達に遅れはありませんので、知的障がい児が示す状態像
とは異なるので留意が必要です。
　専門家は発達障がいの有無を見分けることができますが、
私たち指導者には、これまでよく知られている障がいと異な
り、障がいの有無に気づくことが難しい状況です。そこで、
発達障がいに近いタイプかなと気づき、障がいに応じた配慮
や指導が求められます。

特徴としては
・基本的には知的発達に遅れはない
・中枢神経系（脳）の機能に障がいが予想される
・言語・協調運動・認知などにおいて特異な姿がみられる
・得意なことと苦手なことがはっきりしている
状況としては
◦�通常の学級に学ぶ子どもの中に６.３％の割合で在籍してい
ると考えられる

◦周りの人が気づきにくい、本人が気づかないこともある
◦社会性や行動面、学習面に課題がみられる
◦�二次的障がいの結果、不登校、反社会的行動がでることが
ある

◦育てにくさが原因で被虐待児になることもある

発達障がいのある子どもの特徴
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　障がいに気づきにくいため、発達障がいは保護者も「少し
変わっているかな」「もう少し友達と一緒に行動がとれると
良いのに」と思いつつ、専門機関に相談することなく過ごし
てきてしまいがちです。
　たくさんの子どもたちと接してきた指導者であれば、「少
し変わっているな、もしかしたら発達障がいに近いタイプの
子どもかもしれない」と早くに気づいてあげたいものです。
気づいたからといってすぐに保護者に話す必要はありませ
ん。どのスカウトにも楽しい充実した集会を実施するために、
本書を参考にしながら、少し特別な配慮を試みてください。
きっと、指導者としてその子どものことが少しわかってきた
という実感がもてるようになり、子どもの笑顔が増えたこと
に気づくようになります。そして他の子どもに対する理解や
対応の方法についても資質が深まってきた自分に気づくはず
です。

　預かっている子どもの中に、発達障がい児がいたらどう対
応するのがよいのか、という目的で、支援の在り方について
の理解を推進するために本冊子は作成されました。編集が進
むにつれ、子どもたちを指導する際に、日頃から、一人一人
の子どもを受け止め、理解し、一人一人に応じた関わりをす
ることができる指導者であれば、発達障がい児についても特
段の配慮は必要がないのではないか、と気づくことができま
した。

子ども理解　そして気づくこと

登場人物は発達障がいのあるＡくん
Ａくんのおかあさん
Ａくんの指導者Ｓ隊長
隊長が信頼しているひげのＫ先輩

ここは東京の三鷹
小学校₂年生から₅年生が集まってボーイスカウト野川第₁
団のカブスカウトの集会です。
最近、若いがんばりやの隊長ことＳ隊長が悩んでいます。
発達障がいのあるＡくんへの、指導がうまくできないのです。
かわいい元気なＡくん、みんなと一緒に活動できることも多
いのですが、うまくできないこともあります。
いろいろ指導を試しても解決できないことがあるのです。
集会の途中でイライラしたり、つまらなそうにしたりしてい
るＡくん、とうとう欠席する日もでてきました。
そこでＳ隊長は、ひげのＫ先輩に相談しました。Ｋ先輩の助
言をいただきながらＳ隊長は指導方法を工夫しました。
するとＡくんの笑顔が増えました。集会も休まずに参加でき
るようになりました。
あわせて他の子どもたちの表情も豊かになりました。
以前より子どもたちが隊長の意図を理解して活動しているよ
うに見受けられます。
さあ、どのような工夫でしょうか、のぞいてみましょう。

発達障がいのあるＡ君の例で色々な
場面を考えてみました
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第₁章　活動の場面から

場面

1
集会の前にこんなことをしたら、

あとがスムーズに ! !

活動をスムーズに進めるために準備が大切です。子どもたちの姿
を観察し必要な手立てをしておきましょう。保護者とたくさん話
し連携を深めましょう。

子どもたちが集会に三々五々集まってきます。集会の始まる時間
まで遊ぶ子、指導者にまとわりつく子、ポツンと立っている子、
元気にあいさつをする子、保護者といっしょに来て離れない子、
いろいろな子どもたちと指導者が集会の始まる時間までをすごし
ています。

こんな場面です

・あいさつの返事はどうか
・誰と誰が遊んでいるか
・�リーダーシップをとって
いる子は
・�いつものような元気がな
い子は
・�何もすることが無くてウ
ロウロしている子は
・服装が乱れている子は
・体調が悪そうな子は
・いたずらをしている子は
・けんかをしている子は
・�不安そうな顔をしている
子は
・�保護者から離れることが
できない子は
・遅れてくる子は

子どもの様子をじっくり
観察 ・�子どもたちも社会で生活

しています。
・�「昨日、学校でいじめら
れた」「今朝、お母さん
にしかられた」などの過
去の体験が内面に残って
います。

・�決められた、すべき事が
ないと不安になってしま
う子もいます。

・�これからの活動に見通し
が持てないと不安になり
ます。

・�忘れ物があるため、心配
でしかたない子もいま
す。

・�いろいろなことに興味、
関心がうつり、あちこち
と動き回ってしまう子も
います。

・�家庭のバックアップが弱
い子もいます。

なんでこうなるの？
ふしぎなところ？
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こんなふうに
してみました

11

（1）�全員にあいさつをしながら、子どもたちの反
応を観察する。自由にしている場面の様子を
よく観察する

（2）�集会の準備は副長たちに任せて、気になる子
一人一人に声をかけ、保護者とも話をする。

　①�「何が不安なのか」受容的態度で話す。（否定
的なことばはダメ）
「スケジュール」「忘れ物」「友達のこと」「今
日の活動に自信がない」等
隊　長：「どうしたの？」
子ども：『○○○○○○』
隊　長：「そうなんだ。○○なんだ」
　　　　「そう、じゃあ××しないか」

　②�保護者との話では、子どもの情報収集と共に
今日の活動のねらいを伝える。

（3）�組長集会を開いて今日のスケジュール等を確
認する。

　　（必要ならば不安な子どもも同席する）

子どもたちのその日の
心の状態を知ることが
でき、成長のきっかけ
とすることができる。

「スケジュールを視覚
的に知らせる」
「忘れ物を準備してあ
げる」等の配慮で、不
安を取り除き活動にス
ムーズに参加できる。

保護者からの信頼と協
力を得る。

先の見通しを持つこと
ができる。

ボーイスカウト教育は
個性教育と言われてい
ます。一人ひとりの心
や身体の状態を把握す
るためにいろいろな工
夫をしています。
（朝の挨拶、朝の点検、
セレモニー等）

保護者とのコミュニ
ケーションは、子ども
の育ちを共有するため
にも、ボーイスカウト
教育法を理解していた
だくためにも、集会前
の隊長の大切な仕事で
す。

リーダーシップを発揮
することができるよう
に、今日の集会の見通
しを持たせるための組
長集会が大きな働きを
持っています。

ボーイスカウト
教育法は宝の山
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ケーションは、子ども
の育ちを共有するため
にも、ボーイスカウト
教育法を理解していた
だくためにも、集会前
の隊長の大切な仕事で
す。

リーダーシップを発揮
することができるよう
に、今日の集会の見通
しを持たせるための組
長集会が大きな働きを
持っています。

ボーイスカウト
教育法は宝の山



12 13

場面

2 ガツンとやる気にさせる !!（動機付け）

活動で子どもに“やる気”を出させる為には
①活動の意味がわかること
②楽しいこと
③見通しがもてること
指導者がただ「がんばれ」と叱咤激励してもだめですよ。

集会が始まります。指導者が話をしても、子どもたちはざわざわ、
何だか集中していません。

こんな場面です

・�全体の中で、話が聴けて
いないのでは？
・�集合整列なのに、離れた
ところでウロウロしてい
る。
・�すぐいなくなってしま
う。
・�今日の活動の内容と自分
の目標が理解できていな
い。
・�自分の所在がはっきりせ
ず安心感が得られていな
い
・�周りの状況を知り、それ
にあった行動をとれない
のでは？
・視線は？

子どもの様子をじっくり
観察 ・�始めと終わりがわからな

いと不安になって、じっ
としていられなくなって
しまいます。

・�「静かに!!」「がまん!!」
と、注意ばかりされてい
るとイヤになってしまい
ます。

・�自分の目標が具体的にわ
かるとやる気がでてきま
す。

・�話が長く、説明ばかりだ
と何が何だか、わからな
くなってしまいます。

・�ひとつのことに長い時間
集中することがとても難
しい子もいます。

なんでこうなるの？
ふしぎなところ？
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14

こんなふうに
してみました

15

（1）�「静かに!!」「がまん!!」と言葉で注意するの
ではなく、大事な話しや指示をするときには、
注意が向くように、さりげなく肩をたたいた
り、「○○くん」とおだやかに名前を呼んだ
りしてから話すようにする。
また、副長が側で、個別的に確認をしてあげ
る。

（2）�「隊長の話」（今日の活動の内容と目標）はコ
ンパクトに大事なキーワードが伝わるように
する。
隊長：「今日は何をするの？」
スカウト：『ユニセフ募金』
隊長：「誰のため？」
スカウト：『世界の子どもたちのために』
隊長：「立派な国際貢献だね、国際大使だね」
隊長：「気持ちをこめてお願いするんだよ」
スカウト：「はい」
隊長：�「ありがとうございましたは、目を見

てね」
スカウト：「はい」

みんなの前で、強い口
調で注意されるより
も、おだやかに言うこ
とで理解し行動にうつ
せます。

₁分ぐらいの話でキー
ワードは₃つぐらい。
必ず、目標や行動を具
体的に示すとわかりや
すくなり、やる気がで
てきます。

ボーイスカウト教育法
でセレモニーを大切に
しているのは、けじめ
をつけ、初めと終りの
見通しが持てるからで
す。
集中力を高めるため
に、セレモニーは短時
間で、いつも同じ次第
で進めます。

集合体形（円、Ｕ字）
は全員の顔が見え、大
輪やカブコールなどの
象徴的儀礼を通して、
集中力が高まります。

教育で一番大切なこと
は「動機づけ」です。
ボーイスカウト教育法
では「バッジ」や「夢
の世界」を活用します
（ビーバーの大冒険、
君はスーパーサイヤ
人、ハリーポッターの
謎、のような）。

ボーイスカウト
教育法は宝の山
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16 17

場面

3
「みたい」「ききたい」「食べたい」「嗅ぎたい」
「触りたい」「体を動かしたい」

発達障がいは中枢神経系（脳）の機能障がいと言われています。
脳への刺激は五感から。得手不得手の差が大きい事が予測されま
すから注意しながらも五感を使ったプログラムを積極的に行いま
しょう。

話を聞いて次の人に伝える伝言ゲーム、Ａくんはつまずいてばか
り。Ａくんの組のともだちもいらいらしだしました。

こんな場面です

・�見る力はどのくらい？
（ぱっと見て見たものを
いくつも言える子、動い
ているものは、図形は、
地図は）

・�聞く力はどのくらい？
（電話番号をすぐに覚え
る子、番号を逆に言える
子、嫌な音は、聞き間違
いは、集中力は）

・運動能力は？
（ぎこちない子、ボール
は、なわとびは）

・�嗅覚や触覚、味覚の敏
感？
（特定のもののにおいが
だめな子、さわれない子、
食べられない子）

子どもの様子をじっくり
観察 ・�視覚や聴覚から入ってき

た情報の処理の仕方にば
らつきがあります。

・�嗅覚や触覚、味覚などに
過敏性があり、うまく対
応できないことがありま
す。

・�中枢神経系の機能がうま
くはたらかないことが原
因ではないかと考えられ
ています。

・�決して、なまけたり、さ
ぼったりしているのでは
ありません。

なんでこうなるの？
ふしぎなところ？
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1�

こんなふうに
してみました

1�

（1）�子どもの特性にあった工夫をして、見る力、
聞く力、動く力を少しずつ伸ばすためのゲー
ムを多く取り入れる。
例）新聞紙の中から「あ」の字を探すゲーム。

伝言ゲーム（ことば、背中文字）
アクションソング、手遊びゲーム

（2）キムスゲーム
21個の品物を₁分間見た後で、何個の品物を
思い出すことができるか

例）動体を見て物をあてるキムス、
音を聴いて何の音かあてるキムス、
何のにおいかあてるキムス、
ブラックボックスの中に入っている物を
手で触ってあてるキムス

例）�子どもの発達と能力に応じて品物の数を
₃つのコースに分ける
・₅品コース
・1０品コース
・21品コース

ゲームの楽しさを通し
て経験を積むことで、
少しずつではあるが、
できるようになると自
信がつく。

五感を働かせる活動を
組合せ、あらゆる感覚
を総動員して理解させ
ると効果がある。
（見て、聞いて、さわっ
て、動いて）

ボーイスカウト教育で
は自然の中での五感教
育が重要な柱です。（観
察と推理）

五感を使ったゲームや
ソングがたくさんあり
ます。

ボーイスカウト
教育法は宝の山
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20 21

場面

4
ハイキングで見つける、調べる

（電車博士、昆虫博士、草花博士）

ハイキングなど長い時間歩くような単調なプログラムはあきてし
まいがち。そこで追跡ハイクにしたり、昆虫や花を見つけたりし
ながら歩くと目的地までがんばれます。

今日のハイキングは電車に乗って、△△山へ行く追跡ハイキング
です。同じ色のリボンを何本見つけることができるか。途中には
虫調べや花のスケッチなどの課題があります。

こんな場面です

・�一人一人の子どもの好き
なもの得意なことは何？

・�どのように役割分担をし
たり協力したりしている
か。

・�今、ここでやることが
判っているかどうか。

・�一人だけ勝手な行動をと
る子はいないか。

・�先頭になりたくて、ただ
突っ走る子はいないか。

・�すぐに「疲れた」と言っ
て歩かない子はいない
か。

子どもの様子をじっくり
観察 ・�好きなことと嫌いなこと

で取り組む意欲に大きな
差が見られます。

・�目的や活躍の場が判らな
いと落ち着きがなくな
り、勝手な行動が目立つ
ことがあります。

・�一つのことに夢中になる
とまわりの状況が見えな
くなることがあります。

なんでこうなるの？
ふしぎなところ？
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22

こんなふうに
してみました

23

（1）一人ひとりの得意な事、活躍の場を用意する。
例）登山口までのアクセス（電車博士）

例えば、鉄道に詳しいスカウトには、登
山口近くの駅までの経路、時刻を調べさ
せ、乗車の位置や乗り換え等の案内をさ
せる。

（2）�追跡ハイキングの色リボン捜しでは、役割分
担をする。
例）道路右側の下を担当

追跡サインの色リボンを探す範囲を分担
をさせる。

（3）挑戦することの見通しを持たせる。
朝の隊長の話の中で、コンパクトに挑戦する
内容を話し、各スカウトが一番挑戦したいこ
とをイメージできるようにさせる。

得意なことで活躍がで
き、みんなから認めら
れます。それが自信に
もつながっていきま
す。

役割分担をすること
で、いま何をすればよ
いかがわかります。

範囲が限定されること
で見つけ易くなり、成
功感を味わうことがで
きます。

他の人のための行動が
認められる喜びを知る
ことはスカウト教育の
基礎です。

得意な事でバッジを取
得でき自信にもなりま
す。

自然環境の中で観察力
とグループでの協力を
学習させます。

ボーイスカウト
教育法は宝の山
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24 25

場面

5
子どもどうしの教え合い、でも、

ちょっと疲れたら・・・休憩

発達障がいだからといって、いつも大人に教わってばかりなのは
良いことではありません。先輩や友達に教わる方がうれしいし、
仲良くなれます。

先輩にロープ結びを教わっています。なかなかできずＡくんはイ
ライラした気分になり始めました。どうしましょう。

こんな場面です

・�教えても、教えても結び
ができません。

・�相方共にイライラした気
分になり始めています。

・何が難しいのだろう？

子どもの様子をじっくり
観察 ・�どうわからないのかを伝

えることが難しいようで
す。
また、イライラしてきた
らどうすれがよいのかも
わかりません。

・�ロープとロープの位置
関係が難しいようです。
ロープが交差してしまう
と、どっちがどっちか分
からなくなってしまいま
す。

・�理解の仕方が独特な子ど
もがいます。「誰か、ぼ
くが分かるように教えて
ください」と言っている
かもしれません。

なんでこうなるの？
ふしぎなところ？
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ライラした気分になり始めました。どうしましょう。

こんな場面です

・�教えても、教えても結び
ができません。

・�相方共にイライラした気
分になり始めています。

・何が難しいのだろう？

子どもの様子をじっくり
観察 ・�どうわからないのかを伝

えることが難しいようで
す。
また、イライラしてきた
らどうすれがよいのかも
わかりません。

・�ロープとロープの位置
関係が難しいようです。
ロープが交差してしまう
と、どっちがどっちか分
からなくなってしまいま
す。

・�理解の仕方が独特な子ど
もがいます。「誰か、ぼ
くが分かるように教えて
ください」と言っている
かもしれません。

なんでこうなるの？
ふしぎなところ？



26

こんなふうに
してみました

27

（1）�イライラしてきた状況をリーダーが早く気づ
き、少し休憩することをすすめ、次のような
やりとりをする。
指導者：「少し難しいみたいだね」
スカウト：『うん、僕にはちょっと難しいや』
指導者：「そうか、じゃ少し休憩しょうか」
スカウト：『うん、また後で教えてね』
うまくいかないときには休むことを学習させ
る。

（2）遊びの中で実用的にロープ結びを展開する
例）ふろしきで一升瓶をしばる。
例）木や崖を登るためにロープを結ぶ。

（3）�どこが分からないのか？考えて、工夫してみ
る。
例）�色のちがうロープを用意し、位置関係が

わかりやすい工夫をして見る。
例）結び目をほどくことから始めて見る。

（4）年長のスカウトに助けを求める
（同年齢より効果が期待できる）
教えてもらうような場面の設定をする

苦手な事や、対人関係
（集団）の中で、長時
間過ごすことは、とて
もストレスがたまりま
す。

イライラしてトラブル
になる前に、自分の気
持ちをクールダウンさ
せることが大切です。

また、苦手な事への
チャレンジを少し休憩
したり、集団から少し
離れたりする必要があ
る時に、それをどのよ
うに伝えるのかを学習
することがもっと重要
です。

このような工夫を色々
と考えることが支援で
す。

スカウト教育では、技
能の伝承は年長のスカ
ウトから年少のスカウ
トへと。スカウト同士
の学び合いを大切にし
ています。

そして、異年齢小集団
によるグループ活動が
最大の特徴です。

リーダーシップの学習
は相手の気持ちや状態
を観察し、対応するこ
とです。

ボーイスカウト
教育法は宝の山
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場面

6
してほしいことは具体的な行動にして、

ルールはゲームをとおして

指導者が注意すると一時的に指示に応じた行動がとれます。でも
長続きしません。行動の基準を事前に約束したり、ゲームなど楽
しい中で子どもがその行動の意味を理解したりすると自ら律する
ことができます。

全員が落ち着かずザワザワしています。指導者が注意してもなか
なか静かになりません。指導者は声を荒げ大きな声で「静かに！」
と注意しました。皆静かになりましたがまだＡくんだけそわそわ
しています。

こんな場面です

リーダーが
・�「静かに!!」とどなって
も、なかなか静かになり
ません。ますます、リー
ダーの声もスカウトの声
も大きくなっていません
か？

・�「静かに!!」と子どもど
うしも注意しあっていま
すが、さわぎは大きく
なっていませんか？

子どもの様子をじっくり
観察 ・�「静かに!!」と注意され

ても、どうしたらよいの
か、何のために静かにす
るのか、わかりにくかっ
たようです。

・�子ども同士も注意をし始
めると、誰の声に注目
して聴けばよいのかわか
らなくなることがありま
す。

・�周囲の環境が静かになれ
ないような状況である場
合にも集中が難しくなり
ます。
（駅等の雑踏、周りの大
人がおしゃべりをしてい
る）

なんでこうなるの？
ふしぎなところ？
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30

こんなふうに
してみました

31

（1）事前に注目する時の合図を作る。
隊長が合図をしたらみんなも合図をして口を
閉じて、隊長に注目するというルールを作る。

（2）集散の合図も工夫する。
ある期間毎にルールとしてみんなで話し合っ
て決めるようにする。
例）音源や鳴らし方を変える。
例）�ジェスチャーにする「隊長が鼻を触った

ら全員集合」

（3）集合場所を変更する。
（駅前、繁華街などの騒がしい場所から公園
等の静かな場所に）
静かに話が聴ける環境を常に考える。

「静かに!!」「静かに!!」
とどなるよりも、具体
的な行動のルールなの
で、わかりやすく、子
どもどうしの教えあい
もスムーズです。

ルールをみんなで決め
ることが重要です。

スカウト教育は、少年
たちの自治の世界で
す。

ルール作りは一方的な
命令ではなく、みんな
で決めることが大切で
す。

集散の合図も、絶対に
変えることのできない
一方的なきまりではあ
りません。

集散の合図をもゲーム
化して、楽しく展開す
ることができます。

ボーイスカウト
教育法は宝の山
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ることができます。

ボーイスカウト
教育法は宝の山
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場面

7
公共施設、公共機関のマナー

人付き合いのマナーの学習が大切! !

大好きな電車に乗ったら、みんな大騒ぎ。公共でのルールはどの
子どもにもわかるように事前に教えることが大切です。

さわいだり、人のじゃまをしたり、公共の場で人に迷惑をかけて
いる隊の様子です。

こんな場面です

・�ハシャぎすぎていません
か？

・�集団でいると興奮して気
分が高ぶっていないか。

・�社会的ルールに気づかな
いあるいは忘れてしまっ
ていないか。

・�一人でさわいでいて、常
に注意されている子はい
ないか。

子どもの様子をじっくり
観察 ・�集団でいると社会的ルー

ルをわすれてしまいが
ちです。大好きな電車に
乗っていると余計です。

・�社会的ルールへの関心が
薄く、自分の行動を結び
つけて考えることが苦手
です。

・�相手の立場や気持ち、周
囲の状況を読み取ること
がとても苦手です。

・�注意されただけでは、ど
うしたらよいかがわかっ
ていません。

・�社会全体の規範意識が低
下しているため、適切な
モデルが示されていない
状況があります。

なんでこうなるの？
ふしぎなところ？



32 33

場面

7
公共施設、公共機関のマナー

人付き合いのマナーの学習が大切! !

大好きな電車に乗ったら、みんな大騒ぎ。公共でのルールはどの
子どもにもわかるように事前に教えることが大切です。

さわいだり、人のじゃまをしたり、公共の場で人に迷惑をかけて
いる隊の様子です。

こんな場面です

・�ハシャぎすぎていません
か？

・�集団でいると興奮して気
分が高ぶっていないか。

・�社会的ルールに気づかな
いあるいは忘れてしまっ
ていないか。

・�一人でさわいでいて、常
に注意されている子はい
ないか。

子どもの様子をじっくり
観察 ・�集団でいると社会的ルー

ルをわすれてしまいが
ちです。大好きな電車に
乗っていると余計です。

・�社会的ルールへの関心が
薄く、自分の行動を結び
つけて考えることが苦手
です。

・�相手の立場や気持ち、周
囲の状況を読み取ること
がとても苦手です。

・�注意されただけでは、ど
うしたらよいかがわかっ
ていません。

・�社会全体の規範意識が低
下しているため、適切な
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こんなふうに
してみました

35

（1）�公共施設や交通機関を利用する機会を意図的
に増やし、利用の度に、マナーやルールを全
員で確認し、実践する。
交通機関での例）�歩き方、乗り降り、車中、

待機の仕方、荷物の置き方
など。

（2）�プログラムを行う時の生活目標を具体的に決
め、ルールを守ることの意識付けを図る。
生活目標の例）�目を見て「ありがとう」と言

おう。
　　　　　　　�友だちがいやがる言葉はやめ

よう。

（3）�活動全ての場面が人付き合いの学習の場であ
る。その場その場で指導をする。正しい行動
を具体的に示す。モデルを示す。

公共の場に出る機会を
増やし、数多くの体験
を通して、学習するこ
とが重要である。

注意されるばかりで、
それが日常的になると
二次的な障害が生じて
しまう。

全ての活動場面で正し
い行動を具体的な指示
やモデルとして示し、
全員に習慣化させるこ
とが必要である。

ボーイスカウト教育の
目的は、よき公民を育
てることにあります。

自己をふりかえり、規
範意識を高めることも
ひとつの目標です。

行動や体験はふりか
えって整理してあげる
ことが欠かせません。
それが、折々の「隊長
の話」です。

ボーイスカウト
教育法は宝の山
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場面

8
集会後、すぐに、保護者の前で

本人の一日をほめてみたら・・・
集会が終わりました。Ａくんのお母さんが迎えに来ています。今
日の様子を報告しています。

こんな場面です

・�子どもは、指導者と保護
者がどんな話をしている
か気にしている。

・�興奮が治まらず落ち着か
ずにウロウロしている。

・�思うようにできなかった
ことを思い出し、不満を
保護者に訴えている。

・�隊長からほめられ、自慢
げな顔をしている。

子どもの様子をじっくり
観察 ・�注意されることが多いと

「ぼくは悪い子だからど
うでもいいや」と子ども
は思っています。

・�目的意識を持って自分か
ら主体的に活動できな
いと何をしてきたのかわ
からない気持ちになりま
す。

・�どんなことでも、ほめら
れることが大切です。自
尊感情が人間の成長には
不可欠です。

なんでこうなるの？
ふしぎなところ？

集会ではたくさんほめられ、うれしい気持ちになっています。で
もＡくんは家で報告をしません。保護者と連携し育てるためにも
集会の様子をこまめに伝えましょう。子どもがほめられると保護
者もうれしくなります。
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3�

こんなふうに
してみました

3�

（1）�今日の集会の目標にてらしてよいところを保
護者の前でほめるようにする。
（活動中リーダーは彼の目標達成のため支援
を行う。）

（2）�集会の中でも、良いところをみつけてできる
だけほめるように心がける。

（3）�集会後にリーダー会議を開催し、子どもの様
子や良いところを共有し、今後の指導の方向
性を考えるようにする。

子どもの前で、保護者
に今回良かったこと、
次に頑張って欲しいこ
とを伝えることで、次
の集会への動機付けと
なる。

何が良かったのか保護
者との共通理解が進
み、保護者も子どもを
具体的にほめることが
できる。

子どもの特性について
リーダーの共通理解が
進み、スカウトへの理
解も進む。

スカウト教育は一貫教
育だと言われていま
す。
リーダー会議、団会議
の積み重ねにより、ス
カウトの成長がビー
バーからベンチャーま
で一貫性を持って支援
されることになりま
す。
（全ての子どもの様子
や良いところ、こう
なってほしいこと等を
共有します。）

ボーイスカウト
教育法は宝の山
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み、保護者も子どもを
具体的にほめることが
できる。

子どもの特性について
リーダーの共通理解が
進み、スカウトへの理
解も進む。

スカウト教育は一貫教
育だと言われていま
す。
リーダー会議、団会議
の積み重ねにより、ス
カウトの成長がビー
バーからベンチャーま
で一貫性を持って支援
されることになりま
す。
（全ての子どもの様子
や良いところ、こう
なってほしいこと等を
共有します。）

ボーイスカウト
教育法は宝の山
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　「集会は何だか楽しいな。でも初めてのことばかりで不安
がいっぱい。」初めて活動に参加した子どもはみな同じ気持
ちです。発達障がいのある子どもの場合、その不安がより大
きいと言われています。
　そこで、以前の写真やビデオを活用したり、緊張が強い場
合は無理に参加させず見学でもよいとするなど、本人の意志
を尊重したり、徐々に参加できるよう配慮したりします。
　集会の中では、次のような見通しも押さえたいものです。
　例えばドッチボールをすることになりました。ボール投げ
をあまり得意としておらず興味をもてない子どもに対して、
指導者はゲームが始まると腕を支えながら一緒に投げるなど
の工夫をして参加させます。途中でふらふらして場を離れて
しまうこともよく見受けられます。「楽しくないのかな」と、
指導者は受け止めがちですが、本人はゲームの終わりがつか
めておらず、一度投げたらもう自分の役割は終わりと誤解し
ている可能性もあります。
　また活動において、目当てをはっきりさせ何をがんばれば
よいのかをつかませることで参加する姿勢が変わります。同
様に簡単なルールを提示することで守ろうと努めることもで
きます。
　休憩時間は何をしたらよいのかわからずに、何もせずにふ
らふらしながら過ごしてしまう場合もあります。休憩時間は
トイレにいくこと、そして水を飲むこと、などと具体的に指
示をだしてあげたいものです。

　例えば「右手にマヒがあるからマッチでの着火には時間が
かかりそうだ」というように、身体に障害がある場合などは、
支援するわれわれ指導者にもわかりやすい面があります。し
かし、発達障がいのある子どもの場合は、気づきにくく、ま
たその状態像がさまざまで、どのような支援が有効なのか
迷ってしまうことが多く見られます。また、ほめて育てるこ
とは大切ですが、本人にとってほめられる基準が適切でなけ
ればプライドを傷つけてしまうことにもなりますし、指導者
もほめるタイミングを見つけることが難しいものです。
　発達障がいのある子どもの指導において、学校教育では指
導者の組織的な対応が有効であると言われています。同様に
本人が一番認めてもらいたい指導者、イライラした時に場を
離れクールダウンに寄り添う指導者、集会の前に予行や準備
をして見通しをもつお手伝いをする指導者など、それぞれの
役割を担い、チーム力で指導にあたりたいものです。
　これには日頃から指導者間で共通理解を図ることが非常に
大切となります。
　指導者会議は、ややもすると、集会のプログラムの打ち合
わせが中心となりがちではないでしょうか。本来、子どもた
ち一人一人のことについて話し合い、子どもたちの姿から集
会の在り方や工夫を検討することが指導者会議の根幹をなす
べきです。まして、配慮を要する子どもに気づいた場合、指
導者間で十分共通理解が図れるよう、事前の打ち合わせはも
ちろん、事後の評価と反省、そして次の集会での改善策も検
討する指導者会議でありたいものです。必要に応じ保護者か
ら情報の提供を受けることも有効です。

子どもが見通しをもてるように
わかりやすくすることポイントⅠ 指導者間の共通理解は大切ポイントⅡ
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　発達障がいのある子どもの共通した特徴に、得意なこと、
苦手なことの差が大きいことがあげられます。指導者は得意
なこと、できることがたくさんある子どもであるがゆえに、
苦手なことやできないことに注目し改善を求め指導をしがち
です。しかし、苦手なことやできないことはその子どもの障
がいによることも多く、指導者では治せない可能性がありま
す。
　余暇の活動では、楽しいことや得意なことを発揮し、指導
者にほめられたり仲間に認められたりすることにより、活動
が好きになり、また意欲的になれます。自信もつくことでしょ
う。すると、苦手なことにも少しずつチャレンジできるよう
になり、改善にもつながります。
　次に得意なことを発揮できるような活動例を紹介します。
年に一度、得意技集会を実施します。年度初めに自己紹介を
かねて行うことも楽しいです。また年度初めに予告をしてお
き、年度末に行い₁年間の成果として取り組むことも有効で
す。
　また指導者の手伝いを好む手先の器用な子どもの場合に
は、毎回集会前₁時間位前に来ることを約束し、表彰に使う
組紐作りを任せます。得意なことを発揮し認められるだけで
なく、役に立っているという満足感、合わせて集会の見通し
をもちやすくなる効果もあります。
　指導者が子どもの得意なことを発揮できるよう工夫するこ
とで、子どもはできた満足感や達成感、そして認められる喜
びを感じられることでしょう。これは障がいの有無にかかわ
らず、全ての子どもが求めていることなのです。

　子どもたちは多様です。国際化が進みまた情報化社会のた
め、興味関心の幅も広く、家庭の考え方・価値観も実に多彩
です。成長も個人差が大きいように見受けられます。また発
達障がいの他、アトピー、ぜんそくなど配慮の必要な子ども
も多く見られます。加えて人間関係の希薄な社会状況となっ
ています。
　指導者の一面的な価値観に基づいた指導方針や評価では、
「困った子ども」が多数表出してしまい、結果的には活動を
続けられなくなってしまう子どもが増えてしまいます。
　学校教育では、発達障がいのある子どもへの対応を機に
『教職員の意識改革』が進められ、「困った子ども」を、教職
員が指導する上で困っている子どもではなく、子ども自身が
困っている子どもととらえるように変わりつつあります。
　指導者には、セレモニーが長く集中できなくて困っている
子ども、指導者の話が理解できず困っている子ども、集会が
つまらなく困っている子ども、友達とうまくつきあえなくて
困っている子どもなどに、気づいたり発見したりする力が求
められています。
　従来、指導者はプログラムの展開に気持ちがいきすぎて、
このような子どもの「困り感」を見のがしてはこなかったで
しょうか。指導者の喜びは子どもの笑顔や成長のはずです。
子ども一人一人の気持ちを大切にする指導者になりたいもの
です。こうあるべきだという固定観念をはずし、子どもとと
もに活動を創造しましょう。

得意なことを発揮させることポイントⅢ 発達障がいのある子どもへの配慮は
全ての子どもたちにとっても共通した配慮ポイントⅣ
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●「異年齢集団」を活かす
　学校では同年齢の集団が学習活動のベースです。しかし、
同年齢集団では障がいのある子どもがリーダー的な役割を担
うチャンスはなかなかありません。
　様々な年齢の子どもが所属する異年齢集団では、上の年齢
（学年）の子どもがリーダー的役割を担うことが多くありま
す。障がいのある子どももその集団の中でリーダー的役割を
担うチャンスが巡ってきます。グループ内で話し合いをした
り、メンバーをまとめたりすることが難しい場合もあります。
地図を見たり、電車のダイヤを調べたりすることなど、得意
なことも多くあります。ぜひ、得意なことを活かしながら、
人と関わることの楽しさや、人をまとめることの難しさを体
験させてください。
　人との関わりを多く持つことは、社会性を育む上でとても
大切なことです。また、障がいのない子どもにとっても多く
のことを学ぶことができます。
●集団の中で「個」を育てる
　集団活動というと「規律」と「秩序」を厳守し、統制のと
れた集団作りと誤解されます。集団における規律と秩序は重
要ですが、それはあくまでも方法の一部分です。
　よい集団作りは方法であり目標ではありません。集団の活
動を通して、その活動に参加する子ども一人一人が協調性や
リーダーシップ、協力する気持ちを養うことにより、他人に
対する思いやりや優しさを育むことが目標です。
●発達障がいのある子どもたちに対する「ルール」
　発達障がいのある子どもの中には、その場の空気が読めず
に関係のない発言をしたり、集団からの逸脱やパニックを起
こしたりしてしまうことがあります。健常の子どもたちには
そのような行動が理解できず、「わがまま」「変な感じ」「こ
の子がいるといつもゲームに負ける」「集合が遅い」と感じ、
大人にも「トラブルメーカー」と見えてしまいます。
　発達障がいのある子どもは、たくさんの人との関わりで疲

第₂章　集団活動における支援 れてしまったり、何か興味（気になる）のあること（物）を
見つけると何はともあれ、近づいて見たり触れたりしないと
気が済まない行動の特性があります。
　集団で活動する際の明確でわかりやすいルールを作りま
す。例えば、休憩したいときは具体的に時計の針などを使っ
て「時計の長い針が○○のところにくるまで休憩していい
よ。」と決める、気になる物（こと）があって集団から離れ
たくなったら黙って行動せず必ず近くの大人に何がしたいの
かを伝え、どのくらいの時間集団から離れてよいか許可をも
らってから行動するなどのルール（きまり）を守るよう指導
することが大切です。これらのことは障がいの有無にかかわ
らず必要なことです。
　それぞれがルールを守って行動していることを、すべての
子どもたちに理解されることが重要です。偏見や誤解を生ず
ることなく、得意なこと苦手なことを互いが理解し活動を展
開することが大切です。
　たくさんのルールは必要ありません。むしろルールが多す
ぎると活動の制約が増え、活動に魅力がなくなってしまいま
す。
●グループリーダーを育てる。
　グループリーダーとはグループを構成するメンバー（子ど
も）の中から選ばれるリーダーです。大人にはわからない子
どもどうしの人間関係やムードメーカーとして重要な位置に
あります。
　発達障がいのある子どもがグループにいると、リーダーの
子どもは時として大きな負担を感じることがあります。いつ
も自分のグループだけが遅い、ゲームに勝てない、言うこと
を聞いてくれないなど、心理的なストレスを感じているよう
であれば大人が話を聞いてあげたり、必要なアドバイスをし
てあげたりすることで改善できるでしょう。障がいのある子
どもと関わることはとても大切であることを感じることがで
きるよう導くことが大切です。
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　発達障がいのある子どもたちの保護者のほとんどが活動に
期待することは、集団を通して人とのかかわり方やルールに
沿って行動することなどを学んで、社会で生きていく力を身
につけてほしいということです。逆に考えると集団の中で皆
と一緒にルールを守り、自分の役割を果たすことができるだ
ろうかという不安を抱えていると言えます。しかしながら、
コミュニケーションが苦手で集中力に欠けたり、衝動的な行
動をしたり、自分の秩序にこだわったりなど、社会性の未熟
な子どもたちにとって集団での活動は非常にエネルギーを要
するものです。そこで、保護者との連携が非常に重要となり
ます。以下に保護者との連携のポイントを列挙することにし
ます。

●�好きなこと、苦手なこと、癖、できること、できないこ
と、かかわり方で注意することなど、その子についての
情報を聞き把握する。
●活動に対して望んでいることを把握する。
●�子どもの意見を尊重しながら活動での目標を設定して明
確に伝える。
●�できるだけ子どもの得意なことやできることをプログラ
ムに盛り込みプラスの結果が伝えられるようにする。
●�集会の前後など少しの時間でもできるだけ情報交換の場
を設ける。
●活動場面でできること、できたことを伝える。
●�必要があれば他の子どもたちや他の保護者に対して本人
の特徴やかかわり方などについて説明をする。
●必要であれば関係機関での支援も紹介する。

　以上、保護者との連携についてポイントを少し述べました
が、保護者の中には、子どもたちの特徴を十分に理解して参
加させている場合と特徴に気がついていない場合など様々な
ケースが考えられます。

第₃章　保護者との連携 　特徴を理解して参加させている場合は比較的、課題の整理
がしやすく、上記のポイントに沿って連携をとることによっ
て対応が上手くいくと思われます。しかし、理解していない
場合は、子どもの集会での行動状況を明確に伝えることも必
要だと言えます。
　保護者のねらいは、集団の中で個々の子ども達が遊べるこ
とを望んでいます。そのために、ほんの少しの時間でも定期
的、継続的に報告・連絡・相談を綿密に行い、子どもの情報
交換を行う必要があります。日頃のコミュニケーションを
通して子どもに対する共通理解を図ることができます。リー
ダーとして気楽に自然体で保護者とともに活動を通して子育
てをしていくという姿勢を持ちたいものです。とにかく、保
護者以外の理解者として保護者に寄り添い不安を解消し支え
ていくことが極めて重要です。
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　障がい児を受け入れる団体はたくさんありますが、ここで
はボーイスカウトの例を取り上げています。また、指導者が
一人だけで行うものではなく、多くの人達の協力を得て行っ
ていくものです。ましてや隊指導者個人が一人で頑張るもの
ではない…ということを理解して下さい。
（1）団内意識の統一
　発達障がいとはどんなものなのかを、隊指導者を中心に団
委員そして育成会員全員が理解しておく必要があります。こ
れには、この運動の内外で開催される研修会に参加するのが
早道です。ここで注意が一つあります。知識が偏らないよう
に複数の勉強機会に参加することが重要です。
　研修が進み、発達障がいに対して理解が進むと、子ども達
を知識に基づいた眼鏡を通して見がちですが、これは厳に戒
めなければなりません。子ども達の「個性(表現)」をそのま
ま受け入れ、心地よく活動できるように工夫をしてあげるこ
とが大切なのであって、個人で症状を断定することは全く意
味のないことです。それは専門家の仕事です。
　また、団内で発達障がいについて話し合う時は、クローズ
された場所で行い、子どものプライバシーを守ることも大切
です。
（2）隊活動と子どもの成長
　ボーイスカウト運動は幼稚園年代から20代半ばまで、子ど
もの成長に合わせたプログラムで展開する活動です。このメ
リットを活かす上でも、子ども達の成長を含めて「見守る」
ことが大切です。この見守りの中に、発達障がいのある子ど
も特有の個性を観察することを含めるだけで、子どもへの支
援方法や、個性に対応するヒントを見つけることができます。
　これには、各隊間での子ども一人ひとりの情報の共有化と
それをバックアップする団組織が必要です。それら組織の中
で子どもの個性を整理し、個々の支援に活用します。また、
必要によっては、外部から専門家を招いて意見を聞くことも
大切です。

第₄章　活動のための支援体制 （3）バックアップ組織
　発達障がいのある子どものご家族は大きく分けて、障がい
を認識しているグループと全く認識していないグループとに
分けられます。全く認識していないといっても、発達障がい
による個性をこの活動の中で何とかしてほしい、という希望
にあふれていることが多いのも事実です。
　しかしながら、その対応は現場レベルでは大変な負担にな
る場合も多いのです。そこで、子ども達と直接向き合う隊指
導者をバックアップする必要があります。隊指導者不足が現
実的には語られていますが、この運動は組織を通じて子ども
への教育をするとあるように、団の中で一度話し合い、隊指
導者の増員を含めて支援を行う必要があります。
（4）活動の安全確保
　各隊の活動は、子どもの成長に伴いより広範囲になり、ま
た、その活動プログラムもより高度になります。その中で発
達障がいのある子どもの安全を確実に保つには、プログラム
の展開に応じて団からの人的・物的な支援が不可欠です。こ
れらの支援を確保するには、団として育成会として支援の必
要性を認識し、共通理解しておく必要があります。
（5）スカウトの募集
　この活動に入る前には、各隊の活動見学が必ず行われます。
そして仮入隊を経た後、正式な活動参加に至ります。この時
間を有意義に利用することも大切です。子どもの観察と保護
者との意見交換を確実に行い、入隊後の活動で戸惑わないよ
うに、事前準備を確実に行うことも大切です。仮入隊から正
式な入隊までの時間を有効活用できるようになると、隊指導
者もプログラム展開の修正や安全対策を確実に取れるように
なり、それが全ての子どもに対して、楽しい活動の提供にな
ります。
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　障がいの種類によらず、障がいのある子ども達の余暇活動
へのニーズは高まっています。「いつも余暇活動への参加の
機会を探している」と保護者から耳にします。リーダーはど
のような心構えが必要でしょうか。ここではあるグループの
取組を参考に心構えのポイントを列挙します。このグループ
では主となるリーダーの他に大学生がボランティアとして活
動に参加する際に以下の注意事項を必ず守るようにしていま
す。
●的確にポイントをおさえ発言する。
●することを事前に伝えておく。
●言葉だけで理解できない子には紙に書いて伝える。
●否定語は使わない。
●感情的にならない。
●子どもから目を離さない。
●子どもと同じ目線に立つ。
●障害児ではなく一人の子どもとして接する。
●いろいろな視点で子どもと接する。
●その子どもの限界を決めない。
●お互い楽しく過ごす。
●どのような行動をおこすか予測しながら関わる。
●危険を予防しながらも子どもの行動をできるだけ見守る。
　障がいのある子どものためだけの特別な支援というものば
かりというよりも、障がいのあるなしに関わらず、子どもと
接する上での大切なポイントなのではないでしょうか。プロ
グラムを実施する際、指導者はプログラムを上手く実行する
ことに追われてしまいがちです。子どもたちがどう感じてい
るか、どうしているかは置き去りにされてしまいます。プロ
グラムがうまく進行することも大事ですが、それよりも子ど
もがどうしているか、ということの方がより大事であり、そ
のためにはプログラムの進行を中断しても良いくらいの気持
ちが大切です。的確なときに的確なサポートをしてこそ子ど
もが自分らしく輝けるというものです。そういう意味では実

第₅章　リーダーとしての心構え 際にプログラムを運営するリーダーの他に絶えず子どもを観
察しているリーダーがいると良いでしょう。そして保護者の
疑問、不安に答えることができればさらに理想的でしょう。

スカウト運動の特徴
・野外での活動を重点に置く（自然から学ぶ）：
年少者は近辺で、年長者はより高度な技術を習得し、
国内外のフィールドで活動します。

・異年齢層の集団である：年代に応じた活動
年長組〜小学₂年（ビーバースカウトという）、〜小
学₅年（カブスカウト）、〜中学₃年（ボーイスカウ
ト）、〜 １９歳以下（ベンチャースカウト）、１８歳〜（ロー
バースカウト）に分かれます。

・班などの小グループ活動：
その年代層の中で異年齢の小グループをつくります。
グループ内の役割分担による自治活動、他グループと
の競争によりグループや個人のレベルアップが図れま
す。

・進歩制度：
いろいろなことに挑戦し、できたことを認め＝記章を
服装類に着けます、又後輩にその指導ができるように
なる仕組みです。

・行うことにより学ぶ（体験活動）：
行動を通して頭の中だけでなく身体で学びます

・ちかいとおきて（自分たちのルールの基本）：
社会のため、他人のため、自分のためにどのようなこ
とをするのかを考え行動するための規範です。
どの国でもほとんど同じ内容のちかいとおきてがあり
ます。

・ユニフォーム：
国によってユニフォームのデザインは多少異なります
が、ボーイスカウトと直ぐに分ります。また外国でも
三指のサインはボーイスカウトの国際共通語、2400万
人が仲間です。
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52 53

【資料】神戸大会パネル討議

神戸・全国大会でパネルディスカッションが開催されました。

　平成20年₅月24日（土）、神戸で開催された全国大会でテー
マ「共生する社会～より多くの青少年と活動するには」の下
に、各方面の専門家を代表したパネラー (敬称略)肥田裕久（精
神科医、ひだクリニック院長）、櫻井康博（さいたま市立宮
前小学校校長）、石田易司（桃山学院大学社会学部教授、日
本キャンプ協会常務理事）、西宮　詞（教育評論家、トヨタ
子ども110番相談員･顧問）の₄名の先生方と上道小太郎コー
ディネーター（日本連盟教育本部委員・プログラム委員長、
高槻市立第₆中学校校長）により、発達障がいなど特別な配
慮を要する青少年への理解を深めながら、より多くの青少年
がスカウティングのような体験活動に参加できるようにする
にはどうすればよいのか、₂時間半にわたりパネルディス
カッションが行われました。

【資料】世界における障がい児スカウティング
（第10回アグーナリー奉仕スカウト向けテキストより抜粋）

₁．障がい児スカウティング
障がいのあるスカウト、障害児スカウティングを英語で何と
言いますか？というとHandicap Scouting, Handicapped 
Scoutingと思うでしょう。でも答えは簡単ではありません。
歴史的、社会的背景からHandicap（障害）という言葉がマ
イナスイメージと言うことで使われなくなって、Disabled 
Scout、Special Scout、Challenged Scoutと様々な呼び
方がされ最近ではSpecial Needs Scouting或いはScouting 
For Special Needsが正解ということになります。

₂．Special Needsとは
Special Needsとは何でしょうというと、必ずしも障がいだ
けを挿す訳ではありません。
世界スカウト運動はScouting for all（すべての青少年にス
カウティングを）を目標に掲げています。あらゆる状況にあ
る青少年にスカウティングを広めようと言う考えです。そこ
からでてくるSpecial Needs(特別支援)という考え方は貧困、
飢餓、紛争などの社会的困難も含んでいます。こうした状況
にあるスカウトのこともScout with Special Needs（特別
な支援の必要なスカウト）と呼びます。
ScoutsのもつSpecial Needs（特別支援）にいかに対応する
かに重点がおかれています。

₃．各国におけるScouting For Special Needs
ボーイスカウト日本連盟が属しているアジア太平洋地域の大
きな特色の1つに学校ベースのスカウティングがあります。日
本のスカウト活動は地域ベースのスカウティングですので想
像がしにくいかもしれませんが韓国、タイ、インドネシア、
マレーシア、台湾などでは、授業の中やクラブ活動の中で行
われています。いわゆる「特別支援学校」においてもスカウ
ト活動が行われ　特に生きる力を養うことを目的とし、経験
重視のプログラムが自立に役立っているようです。
創始者べーデンパウエルはこの運動のはじめの頃より障がい
も個性の１つとして取り組むように言っています。世界ジャ
ンボリーや日本ジャンボリーにも障がいのあるスカウトが参
加しています。アグーナリーが注目されているのはスカウト
みんながいつもよりちょっとお互いの個性について何ができ
るかを考え実行することに大きな意味があるからではないで
しょうか。
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　　秋篠宮殿下のお言葉

　本日、ここ神戸の地において日
本アグーナリー「兵庫の夕べ」に
出席し、皆さんとお会いできまし
たことを、大変うれしく思います。
　この度の日本アグーナリーは、
10回目となる記念すべき大会と
して、「We Can! あなたといれ
ば…」のテーマの下で行われ、国
内はもとより海外からも多数の参
加者を迎えて開催されました。こ
のことは今回の目的である相互に
人格を尊重し、一人ひとりが何を
しなければならないかを考えるう
えで、大変意義深いものがあると
思います。
　スカウトの皆さんは、キャンプをはじめ多くのプログラム
に参加し、また、奉仕活動を通じて、普段の生活ではできな
い新しい体験をされるとともに、たくさんの新しい友だちを
つくられたことと思います。そして、皆さんがこの貴重な経
験を今後の実生活に生かし、さらなる発展をされますよう期
待いたしております。
　終わりに、この大会が、参加されるすべての方々に実り多
いものであることと、今後も「共に生きる社会」の実現を目
指し、一層の活躍をされることを願って、私のあいさつとい
たします。

平成20年₈月₃日
「兵庫の夕べ」

【資料】第10回日本アグーナリー開催

　平成20年₇月31日から₈月₄日まで第10回日本アグーナ
リー (国際障害スカウトキャンプ大会)が兵庫県神戸市総合福
祉ゾーン「しあわせの村」にて開催されました。
　障がいのあるスカウト（特別な配慮を必要とするスカウト）
たちが集い、外国からのスカウトやたくさんの奉仕スカウト、
指導者、そして加盟員以外からの参加者と共に過ごした₅日
間。参加した全員が「共に生きる」という社会を身近に感じ
られた意義のある大会となりました。
　会場内のいたるところで、これまでにない経験に目を輝か
せるスカウトたちや、それをサポートするスカウト、スタッ
フを見ることができました。
　今回は加盟員以外からの参加が多く、この大会を通じて、
スカウト活動への理解が広まったのではないでしょうか。
　また、₈月₃日には秋篠宮殿下、同妃殿下、眞子内親王殿
下のご臨席をいただき、プログラムをご視察、その後の「兵
庫の夕べ」ではお言葉をいただきました。

（スカウティング誌664号（2008.9月号）にスナップ写真を中
心に特集されております）
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【資料】アグーナリーの歴史

　 ア グ ー ナ リ ー（AGOONOREE） と は ギ リ シ ャ 語 の
“AGOON”（集会、競技会の意）からきた言葉でボーイスカ
ウト用語としては障がいスカウトが集まって開く全国的又
は複数国の行事をあらわします。単に“AGOON”とする場
合もありますが “JAMBOREE”，“CAMPOREE”のように
“OREE”をつけてアグーナリー（AGOONOREE）と呼ぶ
ようになりました。

日本におけるアグーナリーの開催

回 開催年月・開催場所 テーマ
参加者

人数 国数 海外
₁ 昭和48.8.17～20　愛知県

県立愛知青少年公園
かぎりなく、
はばたこう 200 ─ ─

₂ 昭和51.7.30～8.3　愛知県
県立愛知青少年公園

のりこえよう大地を
ふんで 336 ─ ─

₃ 昭和54.8.3～7　大阪府
大阪市長居公園

のりこえよう大地を
ふんで 660 11 32

₄ 昭和58.8.5～9　兵庫県
県立嬉野台生涯教育セン
ター

のりこえよう大地を
ふんで 972 15 49

₅ 昭和62.7.31～8.4　静岡県
御殿場市国立中央青年の家

のりこえよう大地を
ふんで

─富士のふもとで、
元気にはばたこう─

989 14 95

₆ 平成3.7.25～29　東京都
国立オリンピック記念青少
年総合センター

のりこえよう
大地をふんで 851 13 76

₇ 平成7.7.26～30　新潟県
国立妙高少年自然の家 広がる夢　友情の輪 880 16 99

₈ 平成11.8.5～9　愛媛県
松山市野外活動センター

広がる夢　友情の輪
─あいことばは､
“We can”─

1143 15 130

₉ 平成15.7.31～8.4　石川県
珠洲市 ｢リフレッシュ村
鉢ヶ崎｣

広がる夢　友情の輪
─あいことばは､
“We can”─

1252 　0※ 　0※

10 平成20.7.31～8.4　兵庫県
神戸市総合福祉ゾーン

「しあわせの村」

We can! あなたと
いれば 1078 6 89

※SARSの為、海外からの参加は有りませんでした。

【資料】第10回日本アグーナリー奉仕スカウトの感想（抜粋）

■ 実際に障がいのあるスカウトと話し、いっしょに行動して
みて想像できなかったような大変なことや、問題があり、
すべて座学通りではないと感じました。障がい者はとても
フレンドリーで楽しく、壁なんて感じませんでした。

■�自分を見つめ直す機会でもあり、ボーイスカウトの主な活
動である奉仕活動にピッタリだ。障がいのあるスカウとど
う生活するのか、大切なことが判った。これからの社会生
活の中でもお互いを尊重して生きていけるように考えて行
きたい。

■�とても貴重な体験でした。参加してよかったです。障がい
という壁をなくして障がいのあるスカウトと接することが
できました。普段の生活でもできるようになりたい。

■�私は自閉症とダウン症のこと一緒に遊ぶ活動をしました。
「もっと笑って」と思って活動をしましたが、もっと勉強
しなくちゃと思いました。

■�障がいとは？と考えるようになり、障がいとは気持ちや体
で表すことが苦手な人だと感じました。

■�障がい者との交流ができなかった。それは自分のコミュニ
ケーションをとろうとする意欲が足りなかった。これから
のスカウト活動や生活での中で積極的に取り組みたい。

■�知的障害の子と接していたが、普通の子とあまり変わらな
いことがわかった。ただ少し接し方が違うことに気づいた。
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【資料】用語解説

文部科学省（平成16年₁月）小・中学校におけるLD（学習
障害）、ADHD（注意欠陥／多動性障害）、高機能自閉症の
児童生徒への教育支援体制の整備のためのガイドライン（試
案）から転記しております。

LD（Learning Disabilities）：基本的には全般的な知的発
達に遅れはないが、聞く、話す、読む、書く、計算する又は
推論する能力のうち特定のものの習得と使用に著しい困難を
示す様々な状態を示すものである。学習障害は、その原因と
して、中枢神経系に何らかの機能障害があると推定されるが、
視覚障害、聴覚障害、知的障害、情緒障害などの障害や、環
境的な要因が直接的な原因となるものではない。

ADHD（Attention Deficit/Hyperactivity Disorder）：年
齢あるいは発達に不釣り合いな注意力、及び／又は衝動性、
多動性を特徴とする行動の障害で、社会的な活動や学業の機
能に支障をきたすものである。また、₇歳以前に現れ、その
状態が継続し、中枢神経系に何らかの要因による機能不全が
あると推定される。

高機能自閉症：高機能自閉症とは、₃歳位までに現れ、他人
との社会的関係の形成の困難さ、言葉の発達の遅れ、興味や
関心が狭く特定のものにこだわることを特徴とする行動の障
害である自閉症のうち、知的発達の遅れを伴わないものをい
う。また、中枢神経系に何らかの要因による機能不全がある
と推定される。

アスペルガー症候群：知的発達の遅れを伴わず、かつ、自閉
症の特徴のうち言葉の遅れを伴わないもの。なお高機能自閉
症やアスペルガー症候群は、広汎性発達障害に分類されるも
のと示されています。

発達障がいとは異なりますが障がいに関連する用語の記載

■知的障がい
知的機能の発達に遅れがあり､ 社会生活の対応に困難が伴
うものです。ことばでの意志伝達が苦手なのでかかわりに
くい面もありますが、全般的に人とのかかわりは好きです。
抽象的理解が苦手なのでなるべく具体的な会話を心掛けた
いものです。また取組に時間が掛かる人が多いので見守っ
てください。

■ダウン症
人間の身体はたくさんの小さな細胞からできています。
その細胞には46個の染色体があります。ダウン症はその染
色体に異常がありおこる障がいで知的障がいを伴います。
人とかかわることが好きで､ 体の柔軟性が高い特徴があり
ます。反面､ 発音がハッキリしない､ 高いところが苦手､
体力がないこともあります。ゆっくり話を聞いてコミュニ
ケーションをとりましょう。

■情緒障害
情緒の現れ方が､ 偏っていたり、自分でコントロールでき
ないくらいに激しいため､ 社会生活に適応が難しい状態を
いいます。集団生活が苦手な多動､ 特定の場所になると話
せなくなるかん黙、自分では治せないチックなどの障がい
がみられます。初めての場所､ 初めての人に弱く、慣れる
のに時間のかかる人もいます。ゆったりした気持ちでかか
わりましょう。

■自閉症
視点があわない､ オウム返し、同じ行動を繰り返す､ こだ
わりが強い、集団が苦手などの姿がみられますが、人によ
り様々です。周りの状況がつかみにくい、コミュニケーショ
ンがとりにくい面も見られます。突然何かが気になりとび
だしてしまう姿もみられます。運動や絵が得意であるなど
の才能のある人もいます。説明を省き､ 簡単に話す方が理
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解される傾向にあります。なお自閉症を広く捉えた場合に、
広汎性発達障がいということばを用いることもあります。

■肢体不自由
体の不自由なことです。脳性マヒや事故、いろいろな病気
などの原因があります。活動や移動に支援や配慮が必要と
なります。「何か手伝いましょうか」と声を掛けましょう。
食事や入浴､ 着替え､ トイレなどの介助が必要な時もあり
ます。
本人に又は引率のリーダーに介助の仕方を聞きながら支援
して下さい。

■視覚障がい
視覚的な情報が不足します。それを補うことが大切です。
たとえば路上では具体的な状況をことばで教えて下さい。
また「どう手伝いましょうか」と声をかけましょう。離れ
る時には必ず声をかけましょう。

■聴覚障がい
耳がよくきこえませんから､ 手紙､ 口話（口のかたちでよ
みとる）筆談、身振りなど耳以外の手段でコミュニケーショ
ンをとりましょう。私たちは耳からの情報に頼る生活をし
ています。
たとえば車の音が聞こえないので危険など配慮が必要なこ
とが多くあります。

あ　と　が　き

　青少年元気サポート事業運営協議会研究チームを立ち上げ、
過去の「障害児スカウティング」ハンドブックや、アグーナリー
「特別な配慮を必要とする青少年のスカウティングについて」な
ど多くの資料を再度見直し、今必要とされている「発達障がい
のある青少年」に絞ってガイドブックを作成することになりま
した。
　普段、発達障がいのある児童と接触の少ない指導者に理解を
深めていただく為場面毎の対応に力を入れ編集いたしました。
また、記載事項や内容について稿本を基に講習会を開き補足部
分の検討も行い完成することができました。
　編集に当たり下記執筆者の方々や関係者の方々が多くの時間
を割き、何度も内容に手を加えていただきましたことを心より
感謝しております。また監修いただいた笹森洋樹先生に厚くお
礼申し上げる次第です。このガイドブックが多くの指導者の参
考となり、障がいのある青少年育成に役立ちますことを期待し
ております。

監　修　笹森　洋樹（�独立行政法人国立特別支援教育総合研究所�
発達障害教育情報センター総括研究員）

執筆者　櫻井　康博（さいたま市立宮前小学校校長）
　　　　安藤　正紀（海老名市立中新田小学校教頭）
　　　　村山　大介（東京都立港特別支援学校主幹教諭）
　　　　森脇　賢司（行橋みらい学園園長）
　　　　中野　まり（ボーイスカウト日本連盟プログラム委員）
　　　　越森　　誠（心理カウンセラー）
イラストレーター　山田　政弘
このガイドブックは文部科学省元気サポート事業の委託事業と
して発行しております。

平成２１年₂月初版発行

発　行　財団法人ボーイスカウト日本連盟元気サポート事業
　　　　〒１8１-00１5　東京都三鷹市大沢₄丁目１１番１0号
　　　　TEL� 04２２-3１-5１6１　FAX  04２２-3１-5１6２
　　　　http://www.scout.or.jp/index.html
印　刷　共立印刷株式会社

ⓒ２009 ㈶ボーイスカウト日本連盟　Printed�in�Japan　２009.２　２0,000
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